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 また『食べることの心理学』（今田純雄編 有斐閣選書 2005年）は心理学から見た食を生物
学的生理的基礎から摂食障害まで幅広く概観できる文献である。味覚、食物好悪、発達的変化、
上田女子短期大学紀要第四十二号 2019 











































































































































 またShepherd & Raats（2006）が著した“The Psychology of food choice”がある（Shepherd 
& Raats（2006）CAB International）。この本はシリーズになっており、そのシリーズが提起
されたところは栄養科学（nutritional science）である。この本は理論から実践的課題までの包
括的な内容を含むものとなっている。まずSobal et al.（2006）（Chapter 1. A Conceptual Model 
of the Food Choice Process over the Life Course. Jeffery Sobal, Carole A. Bisogni, Carol M. 



















蓄積を重ねていることである。次にRozin (2006)（Chapter 2. The Integration of Biological, 
Social, Cultural and Psychological Influences on Food Choice. Paul Rozin）は食物と食物選
択を理解することは生物学的、心理学的、社会文化的な視点を総合することによってのみ可能
となると結論づけている。またMeiselman et al. (2006)（Chapter 10. The Role of Context in 







にこの本では肥満における摂食行動を扱っている。（Chapter 20. Eating Behavior in Obesity. 
Jane Wardle）肥満等に関わる摂食行動は食に関する研究テーマとしてこれまで多く扱われて






上里（1999）によれば、Steptoe, Pollard & Wardle (1995)のFood Choice Questionnaire（FCQ：
食物選択質問紙）は食物選択に際して重視する項目として、気分、自然志向、健康、調理の簡
素化、体重コントロール、手軽さ、親和性、感覚的魅力、倫理性の下位尺度を持つものである。
Steptoe, Pollard & Wardle (1995)はhealth, mood, convenience, sensory appeal, natural 
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